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2
0
1
6
年
度
船
橋
市
一
般
会
計
予

算
案
に
「
除
去
土
壌
等
処
分
業
務
委
託

費
」
が
新
規
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
業
務
は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、

放
射
線
の
空
間
線
量
0
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
場
所
の
除
染
な

ど
に
伴
い
発
生
し
た
土
壌
等
を
高
瀬
下

水
処
理
場
内
で
一
時
仮
置
き
し
て
い
る

も
の
を
、
放
射
性
濃
度
検
査
の
の
ち
千

葉
県
内
の
管
理
型
最
終
処
分
場
に
埋
め

立
て
処
分
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

最
終
処
分
場
に
運
び
出
す
前
の
放
射
能

濃
度
に
つ
い
て
は
、
表
土
を
取
り
除
い
て

発
生
し
た
土
壌
は
1
㎏
当
た
り
3
0
0
0

ベ
ク
レ
ル
以
下
、
側
溝
汚
泥
等
の
産
業

廃
棄
物
は
8
0
0
0
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
あ

れ
ば
埋
め
立
て
処
分
を
す
る
計
画
で
す
。

　

国
が
1
㎏
あ
た
り
8
0
0
0
ベ
ク
レ

ル
以
下
と
い
う
基
準
を
示
し
た
と
し
て

も
、
船
橋
市
が
こ
れ
を
適
用
し
て
埋
め
立

て
処
分
を
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

千
葉
県
内
の
管
理
型
最
終
処
分
場
へ
の

汚
染
土
壌
等
の
埋
め
立
て
を
め
ぐ
っ
て
は

周
辺
で
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

管
理
型
処
分
場
は
構
造
上
、
汚
染
物
質
が

外
に
漏
れ
出
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か

ら
で
す
。
管
理
型
処
分
場
は
、
広
大
な
敷

地
に
大
き
な
穴
を
掘
り
、
遮
水
シ
ー
ト
を

敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
廃
棄
物
を
埋
め
て

い
く
も
の
で
す
。

　

屋
根
が
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
雨
水
な
ど
が
入
り
、
汚
染
物
質
等
を
除

去
し
て
か
ら
排
水
す
る
設
備
を
付
け
て
い

ま
す
が
、
故
障
な
ど
で
こ
の
排
水
が
う
ま

く
い
か
な
く
な
れ
ば
廃
棄
物
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
た
保
有
水
は
外
に
漏
れ
出
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

実
際
、
君
津
市
の
管
理
型
処
分
場
で
埋

め
立
て
地
内
の
保
有
水
が
外
部
に
漏
れ
出

す
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
君

津
市
の
処
分
場
は
小
櫃
川
上
流
の
水
源
地

近
く
に
あ
り
、
小
櫃
川
の
水
は
君
津
市
、

木
更
津
市
、
袖
ケ
浦
市
、
富
津
市
な
ど
に

供
給
す
る
水
道
水
に
な
り
ま
す
。
富
津
市

の
管
理
型
処
分
場
も
湊
川
上
流
の
水
源
近

く
に
あ
り
、
湊
川
の
水
は
農
業
用
水
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
放
射
性
物
質
が
漏
れ
出
し
た

場
合
に
は
、
周
辺
住
民
の
健
康
に
影
響
が

出
て
く
る
恐
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

農
水
産
物
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

「
汚
染
さ
れ
た
除
去
土
壌
、
汚
泥
等
を

千
葉
県
内
の
処
分
場
へ
埋
め
立
て
る
計
画

は
白
紙
に
戻
し
、
当
面
市
内
で
の
保
管
を

継
続
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

汚
染
物
質
を
水
源
地
に

　
　
　 

　
埋
立
て
る
べ
き
で
は
な
い

お  

び
つ
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日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

　３月23日（水）
弁護士が相談を受けます

　

今
議
会
に
は
、
船
橋
市
立
図
書
館

4
館
の
う
ち
、
中
央
、
北
、
東
の
3

館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
と
い
う
の
は
、

公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
丸
ご
と
民

間
会
社
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

　

公
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
各
地
で
導
入

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ

た
り
（
愛
知
県
小
牧
市
）
、
指
定
管

理
者
と
の
契
約
に
関
し
市
長
に
損
害

賠
償
を
求
め

る
住
民
訴
訟

が
行
わ
れ
る

（
佐

賀

県

武

雄
市
）
な
ど
、

問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
財
産
で
あ
る
船
橋
市
立
図

書
館
事
業
の
大
転
換
で
す
が
、
議
会

へ
の
上
程
は
極
め
て
唐
突
な
も
の
で

し
た
。
事
前
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
市
民
の
意
見
の
聴
取
）
も
行
わ

れ
ず
、
議
会
の
意
見
も
き
か
な
い
ま

ま
、
突
然
、
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ

た
の
で
す
。

　

市
民
か
ら
も
、
突
然
の
提
案
に
驚

き
の
声
や
、
疑
問
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
こ
れ
だ
け
大

き
な
方
針
変
更
は
、
ま
ず
市
民
の
意

見
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
市
の
姿
勢
を
質
し
ま
し

た
。

市
民
の
意
見
聞
か
ず
推
進

市
立
図
書
館
の

「
民
間
丸
投
げ
」

　

教
育
委
員
会
は
、
「
平
成
24
年
度

の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
推
進
計
画
策
定

時
に
は
、
市
民
の
声
を
聞
い
て
素
案

の
策
定
や
議
会
へ
の
報
告
、
文
教
委

員
会
で
の
説
明
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
意
見
を
聞
い
て
計

画
を
策
定
し
た
」
と
い
い
な
が
ら
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
今
回

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
は
実
施
し
て
い
な
い
。

図
書
館
協
議
会
、
教
育
委
員
会
定
例

会
で
意
見
を
求
め
て
ま
と
め
た
」
と

答
え
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
姿
勢
を

示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
長
も
、
「
教
育
委
員
会
の
提
案

は
一
定
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
の

で
承
認
し
、
議
案
を
提
案
し
た
。
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と

も
大
事
だ
と
思
う
が
、
こ
う
い
う
形

で
提
案
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
市

長
も
教
育
委
員
会
も
、
「
市
民
の
意

見
は
聞
か
な
い
」
と
い
う
立
場
で

す
。

　

こ
の
議
案
に
は
、
与
党
議
員
の
間

か
ら
も
疑
問
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
民
の
声
を
聞
か
な
い
ま
ま
議

会
で
議
決
し
て
し
ま
う
の
か
、
船
橋

市
議
会
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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